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保護者各位 

 

「自己評価のご報告」 
 平素より保護者の皆様におかれましては、当保育園の運営に多大なるご理解・ご協力を

賜りまして、職員一同深く感謝を申し上げます。 

早いもので今年度も残りわずかの時を残すだけとなりました。進級や卒園を迎える子ども

達とのこれまでの歳月を振り返ると、たくさんの子ども達との関わりや笑顔の交流は、私

達職員一同の宝物になっております。これも保護者の皆様のご理解とご協力があってこそ

だと思っております。重ね重ね深く感謝を申し上げます。 

 

さて、先日はお忙しいなかアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。集計

ができましたので、まず「保護者アンケート結果」、次に「職員自己評価まとめ」、最後に

「園としての自己評価」をさせていただき、ここにご報告申し上げます。 

 

 

1.保護者アンケート結果に関して 

「保護者アンケート結果」 アルタベビー三橋園 回答率：50％ 

No 質問項目 
はい 

どちらとも 

いえない 

いいえ 

1 当社の保育理念・保育目標について理解していますか 37.50% 62.50% 0.00% 

2 職員はお子さんの気持ちを大切にしていると感じますか 100.00% 0.00% 0.00% 

3 職員の言葉遣いや態度、服装等が適切だと感じることはありますか 87.50% 12.50% 0.00% 

4 保育園内は清潔で整理された空間になっていると思いますか 75.00% 25.00% 0.00% 

5 安全対策や感染症対策が十分取られていると思いますか 87.50% 0.00% 12.50% 

6 お子さんが怪我をしたり、体調が悪くなったときの職員の対応は信頼できますか 75.00% 25.00% 0.00% 

7 

保育所で提供される食事・おやつはお子さんの状態に配慮し、工夫されたもの

になっていると思いますか 100.00% 0.00% 0.00% 

8 

不満に思ったことや要望を伝えたとき、職員はきちんと対応してくれていると思

いますか 62.50% 37.50% 0.00% 

9 当園に満足されていますか 100.00% 0.00% 0.00% 
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【項目１】 

・この項目に関しましては、今回 3 割の方のご理解はいただいておりますが、ほぼ 7 割の

方に「どちらともいえない」というご回答をいただき、届いていないという現状が解り

ました。この事は職員一同猛省をさせて頂きます。 

大変申し訳ございませんでした。当社の保育理念は「日々の子どもとの関わりを丁寧に

保育する事によって、前向きな姿勢を保つと、共に自分らしくより良い人間関係を自ら

求め、将来国際社会で活躍できる子どもを育てる」というものです。この保育理念や保

育目標は、当園が目指す保育の基軸といえるものです。当園の職員はこの保育目標を保

育の基軸として計画立案しており、小規模保育園ながらも、年齢に応じた保育内容や主

体性を大切にする保育となるよう努めております。今後は、保育理念や保育目標が、保

育を通して保護者の皆様にしっかりと届くよう工夫して参ります。 

  

 

【項目２】 

・この項目に関しまして、ご回答いただきました保護者の皆様には全員「はい」とお応え

いただき、誠にありがとうございました。毎日の保育を通し、保護者の皆様にそのよう

に感じていただけた事は、職員一同大変有難く、大変嬉しく思っております。 

私達は、日々の保育においては、小規模保育園ならではの「1 人 1 人の気持ちに寄り添い、

子どもの心の呟き・想いに寄り添っていける保育を！」と、その点を重視して保育を展

開して参りました。0 歳児から 1 歳児においては、人間形成のためには大変重要な時期で

あり、その大切な時期のお子様を保育させていただける事を重責と感じ、子どもの心に

寄り添い、想いに寄り添い続けながら、職員一同保育する事を心掛けてまいりました。

また、保護者の皆様のお子さんへの深い愛情や、日々の育児の大変さをお聞きし、また

分かちあいながら、一緒にお子さんの成⾧を喜びあっていきたいというより強い確信を

感じる事が出来ました。 

 

 

【項目３】 

・この項目に関しまして、8 割の保護者の方々からご理解いただき、誠に有難く感じており

ます。しかしながら、2 割近くの方々が「どちらともいない」とご回答されております。 

 当園の子ども達は、まさに言葉を獲得する大切な時期ですので、大変気を付けなければ

ならないと感じております。たくさんの言葉をスポンジのように吸収し、どんな言葉も

真似するため、職員一同正しい言葉遣いを毎日の保育の中でも意識するよう心掛けてい

ます。また、社内研修を通して、職員が敬語や丁寧語の使い方を学ぶ機会を作り、普段

から意識して実践に活かしているところです。服装につきましては、当社の服装規定を

順守し、清潔感のある身だしなみを心掛けております。 
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【項目４】 

・この項目に関しまして、7 割強の方々に「はい」とご回答いただき、ありがとうございま

した。しかし、3 割ちかくの方々には「どちらともいえない」というご回答を頂戴いたし

ました。これは毎日の掃除や片付け等、また次亜塩素酸による消毒も行い、清潔に心掛

けておりますが、まだ力不足という事と感じました。子ども達にもお片付けの習慣や環

境美化の意識が身に付くように、今後も保育士一同園内の環境美化や整理整頓に気をつ

けて取り組んでいきたいと思います。 

 

 

【項目５】 

・この項目に関しまして、2 割の方々が「いいえ」というご回答を頂戴いたしました。 

 この点につきましては、大変申し訳なく感じております。コロナ渦において、感染症対

策には、特に気をつけて参りました。具体的には、「使用した玩具の度々の消毒」や「手

すりや壁の消毒」や「毎日使うテーブルの消毒」「子ども達や職員の手の消毒」等、特に

気をつけてまいりましたが、園内でのコロナ感染者が出た際には、「休園」や「登園自粛

期間」をお願いする事に至り、保護者の方々におかれましては、多大なるご理解とご協

力を頂き、誠にありがとうございました。お陰様で、園内での大きなクラスターとはな

らず、何とかコロナ渦を乗り切る事が出来ました。しかしながら、今後は、冬季に入り

胃腸炎など感染力の強い季節性の風邪等の流行も懸念されますので、今後一層の感染症

対策や、引き続き換気や手指の消毒・玩具のこまめな消毒や清掃等を行い、職員自身の

健康管理にも留意しながら保育に当たっていきたいと思います。 

  安全面に関しまして、怪我や事故が起こらないように常に環境整備や保育の安全面に

注意をして日々保育しております。0 歳児クラスは少人数体制で、安全に留意しながら保

育をしております。１・2 歳合同保育の際は、みんなで安全に遊べるようにするため、毎

日必ず遊ぶためのお約束をお話してから遊んでおります。また、小さいお友だちに対し

ては優しくする事、お部屋では走らず歩いたり、座って遊ぶ事なども話をしてから遊ん

でおります。その事は、2 歳児は自然と身についており、その 2 歳児を真似してお約束を

守って遊ぶという習慣が自然と身についてきております。 

 戸外活動については、基本的には、お天気の良い日は毎日戸外遊びを実施しております

が、必ず複数人の保育士で引率しており、人数確認を散歩の前後や途中にもしながら行

っております。また、その日の戸外活動の目的や気温や天候に合わせて、行先や活動内

容・時間帯を考慮して実施しております。なお、天気予報や雨雲レーダーで散歩時や先

の天候を出発前に確認チェックしながら実施するため、時には中止する事もあります。 
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【項目６】 

・この項目に関しまして、お子様が園で体調を崩した際には、早めのお迎え等にいつもご

理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。今回「はい」というご回答を 7

割の方々より頂いており、誠にありがとうございます。しかし、「どちらともいえない」

というご回答を 3 割の方々より頂きております。連絡帳や朝の受け入れ時のお話の中で、

日々の「お子様の家庭でのご様子」や「体調について」をお知らせいただいているため、

子ども達の体調の変化にすぐに気づき、迅速な対応をする事がお陰様でできております。 

 また、年に数回は、園内研修として、緊急時の応急手当や安全面に関する研修を実施し

ており、安全面に関してより一層知識を深めるよう努めています。 

 

 

【項目７】 

・この項目に関しまして、ご回答いただきました方々全員から「はい」というご回答をい

ただきました。大変嬉しく感じております。ありがとうございます。 

 おやつや給食は、常にお子さんの食べられる量に合わせて、また「楽しく食べる」を大

切にしております。1 人 1 人の量や好き嫌いに合わせて、量を加減したり、提供の仕方を

工夫したりしながら、楽しく食事ができるよう工夫しております。特に離乳食の時期は、

進め方もよく判らないと心配されるご家庭もいらっしゃいます。当園ではお子さん 1 人 1

人に寄り添いながら、個々のペースに合わせて進めていけるように、ご家庭と相談・ご

協力いただきながら、進めていきたいと思っております。 

 また、みんなで食事をする事により、「よりよい相乗効果」が起こり、「みんなで食べる

と楽しいね」「おいしいね！」と笑顔で食事ができる事も、保育園ならではと思います。 

子ども達は「完食」できた事を、「お皿、ピッカーリーン！」と職員達に見せてくれます。

その時のお子さん達の笑顔は最高な笑顔です。 

 また、食育活動にも力を入れております。毎月、前月には調理員とも連携・相談しなが

ら各クラスが参加できるような食育を計画しており、「野菜の皮むき」「クッキー作り」「野

菜の栽培・収穫」「芋掘り」など行事・季節の食材に触れる事を全員で取り組めるように、

無理なく楽しく保育に取り入れています。 

 

 

【項目８】 

・この項目に関して、3 割の方々に「どちらともいえない」というご回答をいただきました。 

常により良い保育をご家庭や子ども達のために、保護者の方々のご意見やご要望を真摯

に、耳を傾けお伺いする姿勢を今後も積極的に進めていきたいと思っております。 

 引き続き、どんな些細な事でもご不安やご不満、ご要望などありましたら、職員・また

園⾧にお伝えください。貴重なご意見・ご要望を、ぜひ保育活動に生かしてまいりたい



2023/2/27 

アルタベビー三橋園 

5 

 

と思います。 

 

【項目９】 

・ご回答いただきました方々全員にご満足をいただいているとのご回答を頂き、職員一同

大変有難く、大変嬉しく思います。この結果は、ご家庭の皆様の優しさと温かさを感じ

ます。 

大変ありがとうございます。この結果に甘んじる事なく、今後も引き続き、当園のお子

さん達・ご家庭の方々が日々安心して預けられる保育園、また満ち足りた時間を提供で

きる保育園を目指して、職員一同精進して参ります。今後とも何卒よろしくお願い申し

上げます。 

 

 

2.職員自己評価に関して 

 当園保育士に確認した自己評価のまとめです。今年度も保育理念を基本にして新しい事に

も挑戦し、様々な事に取り組んでまいりました。一年を振り返り、今後ともより良い保育

を目指して取り組んでいけるよう、職員全員で協力し励まし合って保育にあたっていきた

いと思います。 

 

《当社姿勢目標の順守に関して》 

 ・連絡事項などは、必ず引継ぎをして、記録に残しておきながら、正確に保護者の方へ

伝達していき、保育士間で情報を共有することができた。 

 ・園内で関わる方々に対しては、笑顔で挨拶し、声かけをしていくように心掛けていっ

た。 

 ・服務の事なども互いに声をかけあって、助け合っていったので大変よかった。 

 ・共有のスペースや各クラスの空間において、快適に過ごせるようにこまめに整理整頓

する事を心がけていった。 

 ・苦手な事や少々困難な事に思われる事でも、自ら取り組むように挑戦してたくましさ

を自分自身で育てている。 

  

《コドモンを用いた保育計画に関して》 

 ・担任以外の職員も、子どもの様子や家庭での様子・連絡事項が、時間を置かずにすぐ

に確認できるので、情報共有が短時間で出来るようになった。 

・連絡帳や日誌の事務作業がしやすくなり、その他に時間を有効に使えるようになった。 

・写真も投稿できるため、子どもの表情やニュアンスがより鮮明にお伝えする事が可能

になってご家庭との楽しい情報共有のためになっている。 

・お知らせや配信機能がついていて、その利用により保護者との迅速な対応や連絡が取
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れてとても有効に活用できて助かっている。 

 ・「園だより」や「お知らせ」・「献立表等」が配信される事は保護者から喜ばれている。 

《保育の成果集(Libro)に関して》 

・感動を伴った保育の成果を記録し、その保育手順を社内で共有しています。 

以下、当園の職員が投稿したものの一部になります。 

  

 【タイトル】「挨拶は笑顔から！」 

   【保育の場面】 

    毎日の散歩の場面ですれ違う地域の方々と保育者から笑顔でかわす事を継続して

いる。  

   【感動を伴う保育効果】 

     ほぼ毎日出掛ける散歩の場面において、地域の方々と毎日挨拶をこちらからす

る事によって、地域の方々に認識していただき、今では「もうすぐそこが保育

園だから、頑張って歩いてね」「先生たちもコロナの中でご苦労様。頑張ってく

ださいね。」とお声をかけて下さるようになりました。 

   【環境設定・手順】 

     必ず職員側から挨拶を笑顔ですることを心掛けてきた。 

     保育園の場所も名前も知らない方々が多かったので、質問されることもあり、

保育士の所作や言葉かけなども気をつけて実践していった。 

   【今後の課題】 

     コロナ感染拡大予防の観点から、人と関わる際には「間隔を開ける」「マスク着

用」「消毒」などには、特に注意してしながら行っていく事。 

 

 

 【タイトル】「ザリガニさん、いるかな？！」 

   【保育の場面】 

     ザリガニの飼育箱をみて。 

   【感動を伴う保育効果】 

     夏にザリガニ釣りや「メダカ」を近くの公園で捕まえてきた事から、現在飼育

箱で育てている。その飼育箱を覗いては、毎回感心を示すようになっている。 

   【環境設定・手順】 

     夏に捕まえてきた「ザリガニ」「メダカ」「ドジョウ」を飼育している。その飼

育鉾を散歩にいく前に必ず職員と一緒に声をかけてみている。 

   【今後の課題】 

     生き物を飼育する経験は、現在のご家庭では中々難しい事なので、保育園での

その体験を継続していく事。また、その飼育箱の管理・掃除も含めて職員で進
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めていく事を留意したい。 

 

 【タイトル】「自分の気持ちを伝えよう！」 

   【保育の場面】 

     給食の場面で。 

   【感動を伴う保育効果】 

     おかわりをしたいときに、自分の言葉で少しずつ伝えられるようになってきて

いる。そこから自分の気持ちを伝えられる事に自信がついたようで、遊びの場

面でも発語が増えてきた。 

  【環境設定・手順】 

     給食の際に、おかわりしたい気持ちを言葉で表現できるように保育士からから

質問をし、頷いたらどれが欲しいか、指差した物の名前を教え、復唱してもら

い最後に「ちょうだい」を言うように促していった。その事が自信に繋がり、

友だちとの遊びの場面でも発語が増えてきている。 

   【今後の課題】 

     言葉を多く吸収する時期なので物の名前を覚えられるように絵本等の提供も工

夫していきたい。また様々な場面で言葉を代弁しながら、発語を促していきた

い。 

 

 

【タイトル】「恵方巻に願いをこめて」 

   【保育の場面】 

    恵方巻の日の当日に 2 歳児自由遊びの場面において、恵方巻や⿁・豆まきのイラ

ストを見せながら恵方巻を巻いてみせる。 

   【感動を伴う保育効果】 

    2 歳児の子ども達の前で、調理員が書いた「恵方巻「豆まき」のイラストを見せな

がら説明すると、とても興味を持って聞き入ってくれる。「願い事を考えながら恵

方巻を食べるとお願い事が叶うんだよ」と伝えてから、実際に恵方巻を子ども達

の前で衛生管理をキチンと取りながら、巻きすを使って巻いて見せる。その巻き

すの上から子ども達には力を入れて、「ギュっ！ギュっ！ギュっ！」と三回ずつ押

して巻く作業をしてもらった。そして、目の前で包丁を使って切って見せると、

その断面を見て、「キレイ！アジサイみたいだね！」と目を輝かせて応えてくれた。 

    給食の場面では、いつもは「先生、おいしい！！」とお話で盛り上がるのに、今

日は黙って食べている姿をみて、自分の説明がよく聞いて覚えていてくれてお願

い事をしながら、「黙食」してくれていた。 

   【環境設定・手順】 
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    ・子ども達が理解しやすいように、スケッチブックに恵方巻・豆まきのイラスト

を描いて事前に準備する。また、恵方巻の由来を調べて、簡単に判るように説

明できるように事前準備をする。 

    ・海苔は、食べやすいように隠し包丁を入れておく。 

    ・巻きす等、衛生管理に重点をおき、事前準備する。 

    ・クラスの子ども達の手や机などの消毒は徹底的に行う。 

    ・マスクの着用・手の消毒を全員に徹底する。 

    ・「包丁を使用する事に関しては、危険のないよう保育士や調理員が持ち、管理を

徹底する。 

    ・子ども達に「巻きす」の感触を体験させる。 

    ・切った断面の模様を見せて、子ども達の感想を聞く。 

    ・「願い事」を質問してから、恵方巻を 1 人ずつ食べる。 

   【今後の課題】 

    ・季節のイベントを通して、子ども達と一緒に楽しめる食育を今後とも考えてい

く事。更に食育を通して、子ども達の新しい発想をたくさん引き出せるように

取り組んでいきたい。 

 

 

《子どもとの正しい接し方(Luce)に関して》 

 ・子ども 1 人 1 人に対して、丁寧に関わりあう事を大切にしている。子どもの気持ちや 

  言葉をゆっくり聞いてあげるように、また伝えるようにしている。 

 ・子ども達が不適切な行動をしてしまった場合は、だた「ダメな事」を伝えるだけでは

なく、想いを受け止めながらも、どうしたら良かったのかなどを伝えるようにしてい

る。 

 ・身の回りの事が自分で出来るようになった時や、新しい事が子どもなりに出来た時、

ま  

  た子ども自身が、出来た！！と自信をもった場面を見逃さずにいる事。そして、その

場面になった時は、たくさん誉めてあげながら、職員みんなで喜びを共有したり、自

信を持てるようにしていった。 

 ・散歩の場面では、保育士も様々な物・自然物を発見したり等、気付かせたり、疑問を

投げかける等し、その物に触れたり観察したりして、興味や関心を広げていくように

している。 

 

 

3.園としての自己評価に関して 

・当社（全園共通）の保育理念（国際人を育成する）に関して 
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 「ご家庭や子ども達が、安心して過ごせる」また「安心して預けられる保育園」「安心し

て過ごせる環境・保育園」になるよう努め、保育計画に取り組んで参りました。 

0 歳児～2 歳児までの小規模保育園の良さとしてある「1 人 1 人の気持ちに寄り添ってい

く保育」ができるよう、自我の育ちや語彙の獲得、人と人の関わり、想いの受け入れ方

等いろいろな面のからの保育計画を提供をしてまいりました。 

 そのように私達は子ども達の想いをじっくりと聞いたり、接する時間を多くとっていく

事を大切にしてきました。今年度は、途中からコドモン導入により、業務の軽減化が少

しずつ進み、その事により生まれた時間を目の前の子ども達に向かう事ができ、保育の

向上に繋がりました。その前のキッズリーからの切り替えの際は、保護者の皆様にもご

協力とご理解をいただきましてありがとうございました。 

 今後も園内の衛生管理や安全対策に留意しながらも、子どもたちの愛着行動を基盤にし

た保育、そして基本的生活習慣を身につけられるように、今後も引き続きより良い保育・

最善の保育を目指して、職員一同意識を合わせて保育にあってまいります。 

 ありがとうございました。 

 

◎当園の保育目標に関して 

 当園の保育目標を、この機会にご紹介させていただきます。 

 

◆「SDGｓにおいて」は。 

  0 歳児組 自分の周りにある物や人・環境を、周囲の大人たちが大切にして扱うなど、

常に保育士は心掛けていく。子ども達の声やしぐさ・表情等をよく見守り、 

その想いに応えていくことを大切にする。 

  1 歳児組 清潔で、安全な環境の中で元気に過ごす。 

       身の回りの事に積極的に取り組み、基本的な生活習慣を身につける。 

       自分の身体に興味を持ち、大切にする。 

       絵本等を通じて、異なる文化に親しみを持つ。 

  2 歳児組 健康で安全な環境の中で過ごす。 

       危険な場所や 1 人ひとりの健康状態を把握しておく事。 

       子ども達の可能性を伸ばす。  

       運動遊び（遊具・ボール等）や、生活に必要なことが出来るようにする。 

       毎日の積み重ねを大切にする事で、より良い保育を提供していく。 

       男の子・女の子と区別せず、1 人の人として見る。 

       男女を意識して、職員が色を決める等せずにかかわっていく。 

       地域の方との触れ合いを楽しむ。 

       行事などを通して、地域交流を図りいろいろな人に関わり様々な事を知る。 

◆「徳育目標」 
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  0 歳児組 眼差しを子どもと合わせる等し、スキンシップを通して愛着を形成する。 

       遊びを通して、友だちや保護者との関わりを深め、受け入れられる事を喜

ぶ。 

  1 歳児組 友達と関わって遊ぶことで、自分とは違う考えや感じ方をしている事を知る。 

       気のあう友だちと一緒に好きな遊びを楽しむ。 

  2 歳児組 友達や保育士に自分の言葉で伝える。ルールを守りながら楽しく遊ぶ。 

       （自分で相手に言葉で伝えられるようにしていく） 

       ルールのある遊びや生活の中で、それを理解していくように促していく。 

       自由遊びを通して、1 人 1 人の意見を取り入れて一つの物を完成させる。 

 

◆知育目標 

  0 歳児組 遊びを通して、様々な素材の手触りを知る。 

       戸外に出て、自然の植物や自然の風・光・太陽の光の暖かさ・冷たさ等、

肌で感じてみる。 

  １歳児組 周りの大人から受け入れられ、大切に接してもらう事で自尊心を育てる。 

      気持ちを受け止めてもらったり、代弁してもらって言葉を発する事を楽しむ。 

        

  ２歳児組 製作やブロック等自分で考えて表現する。 

      目に見えて表現できる物で自分の作りたいものを表現できるように援助する。 

      生活の流れの中で、リズムを覚え、次の行動は何をしたら良いか等、考えら

れるように声をかけていく。考える力をつける。 

       

◆体育目標 

  0 歳児組 温かい日は外気浴を楽しむ。 

       外遊びを通して、全身を使って遊んだり、運動機能を高める。 

       十分な睡眠がとれるように様々な環境を整える。 

  １歳児組 快適で安心できる環境の中で、十分な睡眠をとる。 

       友達や保育士と関わりながら、全員を動かして遊ぶ。 

  ２歳児組 室内、戸外などを活用して、全身運動が行えるように室内外のバランスよ

く活動する。 

       歩く・走る・跳ぶ・蹴るなど、遊びの中で取り入れて全身を使えるように

し、十分な睡眠がとれるようにする。 

◆食育目標 

 0 歳児組 野菜などや食材に触れる事を楽しむ。 

       手づかみで食べる子どもに対しては、様子を見守り、自分で食べる事の楽

しさを知らせる。 
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  1 歳児組 友達と一緒に楽しく食事をとる事で、好き嫌いなく食べられるようになる。 

       いろいろな食べ物に関心を持ち、意欲的に食べる。 

  2 歳児組 いろいろな食材に触れ、実際の物を観察や触れたりして、実物を知る。 

       食育を定期的に行い、触れたり見たりなどする機会を計画し、物の名前や

断面図の様子を知る。 

  調理員  食育を毎月 1 回行い、食べ物の大切さ・食の有難さを教え、給食の残食を

現在より減らしていく。 

       安全な給食を提供するために、毎朝新鮮な食材を購入していく。 

       子ども達の元気な身体作りができるように、徹底した衛生管理を行い、毎

日安全な給食を提供し、健康増進に努める。 

       保護者・保育士の方々と食事やアレルギーについての相談を定期的に行う。 

 

 以上の内容を項目ごとに目標管理をして保育をしていくよう努めてまいります。 

 

        この事は、子ども達や保護者の目線に合わせた丁寧な関わりを心掛けていく事を中心に

おいております。また、上記の事を実践するためには、保育園の 1 人 1 人の職員が１チ

ームとなり、1 人のために話しあい意識を高め続ける事を大切にしております。 

  

         今後も子ども達が主体的に周りと関わり、いきいきとした活動が出来るように援助し

ていきたいと思います。そのためには保育士たちが 1 人 1 人の子ども達の気持ちや想い

を引き出してあげられるように保育環境を整えていく事。また、子どもの心に寄り添う

保育をこれからも引き続き、心掛けていきたいと思います。 

        今後とも引き続き、当園の保育にご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたし

ます。今年度も多大なるご支援・ご協力を頂戴し、誠にありがとうございました。 

 

  


